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Ⅰ．はじめに

国立国際医療研究センター（National Center for Global 
Health and Medicine）は，バングラデシュ人民共和国（以
下，バングラデシュ）グラミン銀行グループと 2010 年秋
に保健分野における共同事業のための調査を開始した。そ
の一環として，国立看護大学校（以下，本学）は，グラミ
ンカレドニア看護大学（Grameen Caledonian College of 
Nursing）に対して本学の教員を派遣すること，およびグ
ラミンカレドニア看護大学教員を本学に招聘し研修プログ
ラムを提供するなどの技術支援を行うこととなった（清水
ら，2012）。
実際的な共同事業の第一歩として，2011 年 1 月に本学
の教員 2名がグラミンカレドニア看護大学に派遣され，教
員に対する授業計画案の作成，授業評価に関するワークシ
ョップなどの技術支援を行った（清水ら，2012）。この技
術支援のための継続的なフォローアップとして，このワー
クショップに参加した現地教員のうち，2 名を 2012 年 2
月に本学に招聘した。具体的には，看護基礎教育各科目の

目的・目標や構成，活動内容についての学びを深めること
を目的として，講義・演習・臨地実習の実際と一連の看護
教育の展開に関する研修を本学の広報・国際交流委員会活
動の一環として実施した。
本稿では，グラミンカレドニア看護大学教員の本学にお
ける招聘研修の概要を紹介するとともに，今後の課題につ
いて報告する。

Ⅱ．バングラデシュ人民共和国における看護教育の現状

バングラデシュでは，看護師の絶対数の不足が 6万人と
言われている（Oulton, 2010）。同国の看護師と医師の比率
は 1：2 であり，日本の状況とは逆転しており，また人口
10 万あたりの看護師登録数は 17.1 人と，日本における同
数 687.0 人の約 40 分の 1 である（Government of People’s 
Republic of Bangladesh, n.d.; 厚生労働省, n.d.）。夜勤という
労働体系や身体の清潔ケアなども行うといった看護師の業
務内容の特徴が，同国の社会規範と対立するために，看護
師の社会的地位が低く見られ，社会的なスティグマとなっ
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てきた経緯がある（Hadley et al., 2007）。
バングラデシュにおける看護師養成教育制度は，WHO

の技術協力の下，2006 年に Diploma in Nursing Science and 
Midwifery Curriculumという新カリキュラムに改正され，
2008 年 1 月から施行となった。新カリキュラムにおける
入学資格として，入学前に必要な基礎教育は 12 年間であ
り，また入学後の就業年限は 3年間とし，助産学も組み入
れられている。さらに，同カリキュラムの修了後には，1
年間の Post Basic Nursing & Midwifery Educationを修了す
ることで学士号を習得できる（Bangladesh Nursing Council, 
2006；清水ら，2012；橋本ら，2012）。
グラミンカレドニア看護大学は，ソーシャルビジネスと

して看護教育等にも取り組んできたグラミン銀行グループ
の，看護大学設置構想のモデル校として位置づけられてい
る（Grameen Caledonian College of Nursing, 2010）。そのこ
とにより，同国の看護師不足の解消に加え，優秀な人材
（同銀行から融資を受けている農村地帯の家庭の少女たち）
に，専門的職業に従事する機会を提供し，経済的な自立を
促進するとともに，家族・地域の支援，そして国レベルで
の開発に貢献できる人材の育成を理念としている
（Grameen Caledonian College of Nursing, 2010）。

Ⅲ．研修の概要

1．研修の目的
グラミンカレドニア看護大学から本学に招聘された教員

が，看護基礎教育を中心とした講義・演習・実習の実際に
ついて，計画から実施・評価までの一連の看護教育の展開
に関して学び，バングラデシュにおける教育方法に関する
示唆を得ることを目的とした。

2．研修の目標
1）日本の保健医療制度，看護学教育の概要を学ぶ。
2）本学の看護学部（各専門領域・分野），研究課程部（修
士課程），研修部等の基本計画，科目の体系化とカリキ
ュラムを学ぶ。

3）本学の看護学部教育における授業計画，学生の達成度
評価，視聴覚機器・教材の活用等に関わる教授技術に
ついて学ぶ。

4）本学の臨地実習の計画・実施・評価，指導体制（教員・
臨床教員と臨床指導者の役割と責任，活動内容の実
際），学生の学習環境等について学ぶ。

5）本学の看護学部教育における筆記試験や臨地実習評価
に関連した，採点や評価方法についての具体的な知識
を得る。

6）以上の目標に基づく活動を通して，グラミンカレドニ
ア看護大学に適用できる，看護教育の質を高めるため

の示唆を得る。

3．研修生と研修期間
グラミンカレドニア看護大学の Lecturer（講師）である

Poly Immaculata Costa氏（看護師）と Director（運営部長）
である Nazmul Huda氏（医師）の 2 名（以下，研修生）
を本学に招聘した。研修期間は，2012 年 2 月 16 日（木）
から 3月 2日（金）の 16 日間とした。

Ⅳ．研修に向けての企画・準備

1．研修ニーズの把握と企画・調整
グラミンカレドニア看護大学学長の Parfitt氏に要望を伺

い，招聘期間中に本学が提供できる研修項目の例として，
日本の医療保健看護制度，各領域の講義，および病院実習
における管理・指導体制の見学などの研修案を提示した。
研修生の職位としては，教育実務担当者の教員と，管理運
営担当者の 2名とすることとした。また研修生の資格とし
て，英語で研修が受けられる能力を求めた。その上で，グ
ラミンカレドニア看護大学からの招聘教員 2名の決定後，
個別に研修の目的を伺い，それらを加味した研修プログラ
ムを企画・調整した（表 1）。

2．研修環境の準備
研修の受け入れに当たっては，研修内容の企画・調整な

らびに関係機関との連絡について，国外招聘事業の経験が
ある教員を中心に，国立国際医療研究センター国際医療協
力部と連携しながら進めた。渡航手続き，宿泊施設準備，
研修環境の調整などを含め，多岐・細部にわたり準備を行
った（表 2）。
研修内容および講義資料については英訳し，専門用語を

含めて専門領域の教員の確認を得た。研修生が滞在中使用
する研究室を用意し，パーソナルコンピュータのソフトウ
ェアを英語対応に切り替える手配も行った。さらに，広
報・国際交流委員会で協議し，通訳者と日々の運営支援担
当者を決め，研修全般が円滑に進むよう配慮に努めた。
研修の日程については，できるだけ余裕をもって計画

し，睡眠・食事等の生活面にも留意しながら支援した。

Ⅴ．看護基礎教育に関する研修の実際

研修プログラムは，日本における保健医療システムや看
護師養成制度などの教育の背景とともに，看護学部教育に
関する内容を中心とした（表 1）。研修初日には歓迎昼食
会を開催し，研修生と本学の教職員が一堂に会した（写真
1）。
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1．看護学部教育と各専門領域科目の概要
看護学部教育の内容として，日本における看護基礎教育
のシステムとともに本学の教育課程の紹介を含め，基礎看
護学，成人看護学，小児看護学，母性看護学に関する授業
（講義・演習・臨地実習）の実施から評価に関する講義を
計画した。各専門領域に関する講義内容については，各領
域の科目構成，各科目の目的・目標，それに基づいた授業
（講義・演習・臨地実習）の内容と展開方法，評価方法な
どを説明した。また，各領域の学内実習室において，演習
に使用する物品を実際に提示しながらの見学・説明を行っ
た（写真 2，3）。
研修生からは，バングラデシュに比べて日本は，より明
確な看護教育システムをもっている点が印象的であるとい 写真 1　歓迎昼食会の後，教職員とともに

表 1　グラミンカレドニア看護大学教員研修のプログラム概要
研修内容・日程

内容 方法 講師・担当者 注 1 日程
日本の保健医療システム 講義 国立国際医療研究センター

国際医療協力部
明石派遣協力専門職

2月 23 日（木）

日本の看護人材開発政策の変遷 講義 田村大学校長 2月 17 日（金）
看護学部
　看護学部教育カリキュラムの紹介 講義 濱本看護学部長 2月 17 日（金）
　実習計画・指導案について 講義 林教授 2月 17 日（金）
　領域別の講義･演習･臨地実習とその評価方法
　　基礎看護学 講義・演習 濱本教授・森講師・ 2月 29 日（水）
　　（生活援助論，基礎科学実験実習） 見学 宮首講師・能見助教
　　成人看護学 講義 飯野教授 2月 20 日（月）
　　母性看護学 講義 佐々木教授・池田助手 2月 28 日（火）
　　小児看護学 講義 来生准教授・遠藤講師 2月 28 日（火）
　看護学実習の実際
　（成人看護学実習Ⅰ：国立がん研究センター中央病院）

実習見学・
カンファレンス参加

成人看護学教員
広報・国際交流委員会

2月 20 日（月）
～ 22 日（水）

研究課程部
　研究課程部の紹介 講義 佐藤研究課程部長 3月 1日（木）
　授業の実際
　　ヘルスアセスメント 講義･演習 飯野教授・綿貫教授・

小山講師
2月 27 日（月）

臨床看護研究推進センター
　臨床看護研究推進センターの紹介 講義 小澤臨床看護研究推進

センター長
2月 24 日（金）

研修部
　研修部の紹介 講義 西岡研修部長 2月 27 日（月）
施設等見学
　国立看護大学校 見学 2月 17 日（金）
　国立国際医療研究センター 見学 広報・国際交流委員会 2月 23 日（木）
　国立がん研究センター中央病院 見学 2月 20 日（月）
　日本看護協会看護研修学校 見学 2月 29 日（水）
最終評価 意見交換 田村大学校長 他 3月 1日（木）
その他
　特別講演 広報・国際交流委員会

学術研究委員会
2月 28 日（火）

　学生との懇談会 広報・国際交流委員会 2月 24 日（金）
注 1. 機関名の記載がないものはすべて国立看護大学校の教員である。また 職位は平成 23 年度現在のものである。
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表 2　グラミンカレドニア看護大学教員招聘研修の準備活動の概要

項　目 主　な　内　容

渡航関連

航空券の予約・購入
査証取得のための書類作成，書類の内容確認，書類送付
短期滞在外国人向けの医療生命保険への加入手続き
預け入れ荷物の重量・個数制限の連絡

宿泊施設
宿泊施設の予約，宿泊施設の備品確認と調整（調達，研修生への連絡）
宿泊施設利用手続きの支援（鍵の準備，規定の説明等）

研修環境
研究室の手配・清掃依頼，備品・日用品の準備
コンピュータ端末の使用準備（英語版対応の準備，使用手続き）

研修内容

研修の目的・内容・スケジュールの調整と確定
派遣元および派遣受入れ機関の責任者・幹部・関係者への説明
講義担当者・担当領域への依頼，講義室の予約
研修病院との調整（目的・内容・スケジュールの説明・依頼）
研修の許可依頼および抗体価等の書類手続き
研修生による特別講義の企画・広報，会場予約，通訳手配，資料準備と当日運営
研修生によるプログラム評価（調査票およびヒアリング）

英文資料
日本の看護・保健システム関連資料の英語版準備
各講義資料および関連参考資料の英訳（業者手配，専門用語等の確認・修正）

生活関連

食品・薬物等によるアレルギーおよび宗教上の理由等，生活上の制約の確認
空港・研修宿泊施設間の交通機関の手配
食事の手配（食材の買出し，昼食の予約）
防寒衣類・日用品の寄付提供の呼びかけ
休日および観光の計画・手配

懇親会
歓迎会・送別会の企画・広報，参加人数の調査，会場・食事等の予約
当日のプログラム考案等

学生との懇談会
学生課との連携で学生の協力要請
文化系サークル（茶道，華道，コーラス等）の企画支援

日当・宿泊費
謝金・日当・宿泊費の計算および受け渡し
必要経費（交通費・研修謝金・手続き料金）の計算・天引き，領収書の作成

その他
寄贈物品のリストおよびレター（寄贈証明）作成，梱包材の手配
寄贈物品の確認，空港への発送・受け取り
預け入れ荷物の規定超過分の料金最終確認

写真 2　基礎看護学（生活援助論）の講義・演習に関する説明 写真 3　母性看護学の講義・演習に関する説明
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う感想があった。

2．講義における教授法の実際
バングラデシュの看護教育では，伝統的に教員の口述に
よる講義と暗記を中心とした学習が主に行われてきたとい
う現状があるが，その一方で教科書や視聴覚教材の活用，
クリティカルシンキングに焦点を当てた教育的な取り組み
が報告され始めている（Berland et al., 2010；Grameen 
Caledonian College of Nursing, 2010）。そのため，今回の研
修において，教授法の工夫について学びたいという研修生
のニーズがあった。学生の理解を効果的に高めるための工
夫として，講義で使用する図書の選定や資料の準備におい
て配慮や工夫をすること，学生の視覚的な理解を促すため
に図表を活用すること，学生の自己学習が促進できるよう
授業時間外に実習室・図書館・LL教室などを活用するこ
と，視聴覚機材（DVD，パワーポイント等）を活用する
ことについて，研修生が実際に体験し見学できるようにし
た。

3．演習科目の実際
授業科目において，認知領域に働きかける講義形式の授
業のみでなく，精神運動領域や情動領域にも働きかける演
習の実際についても紹介した。研修期間中に開講されてい
た看護学部の基礎科学実験実習（1年次・選択科目）のう
ち，微生物学実習を見学する機会を得た。見学の当日は，
手指の常在細菌採取と培養の演習が行われていた。寒天培
地（パームチェック）を用いることにより，手指の汚染状
況を可視化し，手洗いの重要性について学生が具体的にイ
メージできるような工夫の実際を見学した（写真 4）。
また，看護学部 3年次開講のフィジカルアセスメントの
教授法について紹介するとともに，研修期間中に開講され
ていた本学研究課程部のヘルスアセスメントの講義および
演習にも参加する機会を得た。研究課程部生と研修生で，

両国の現状を情報交換しながら講義と演習を展開した。正
常所見については学生同士で聴診などの具体的な診察技術
を学ぶこと，また異常所見についてはシミュレータを用い
て異常心音・呼吸音等を聴診する演習を行っていることを
説明した（写真 5）。日本では，患者の権利やプライバシ
ー保障の観点から，これらの手技を臨床で実際に体験する
ことが困難な昨今の状況があるため，学内の演習でこれら
の学習をする重要性があることを説明した。

4．臨地実習の実際
臨地実習に関する内容には，実習計画・指導案に関する
講義，および成人看護学実習Ⅰ（国立がん研究センター中
央病院での周手術期実習）の見学を企画した（写真 6）。
バングラデシュの現状として，臨地実習の学生が「労働
力」の役割を期待されていると報告されており（宮本ら，
2005），今回の研修生も同様の現状があると述べていた。
そこで，日本における臨地実習は「学習の場」であること
を説明し，科目の目的・目標に合わせた実習の内容と展開
方法があり，学生のレディネスの把握，受けもち患者の選

写真 4　基礎科学実験実習の微生物学実習の見学

写真 5　研究課程部のヘルスアセスメントの講義・演習に参加
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写真 6　臨地実習カンファレンスの終了後，学生・指導者・
　　　　教員とともに

定，指導上の工夫などの必要性を説明した。特に，実習と
いう「学習」に必要な実習指導体制の組み方，病棟の実習
指導者と本学の教員の役割についても説明した。また，実
習記録用紙を用いた学生の学習状況を実際に見学し，実習
環境の調整については，学生が学習しやすいスペースなど
が確保されていることを確認した。カンファレンスの実際
についても見学する機会が得られ，学生が患者の全体像を
よく捉え，深く学んでいること，退院後と地域・在宅への
看護の継続性について考察していることなどについて，研
修生は深く感銘を受けていた。
その他，研修生からは，以下のような感想があった。
•教職員の組織，特に臨床との連携が充実した実習指導体
制がある。学生は，講義でも実習でも，人材面・設備面
の行き届いた環境の中で学習しており，質の高い教育の
ための体制づくりをしている様子がわかった。
•各科目の授業案が構造化されており，また演習・実習で
学ぶ技術や行動目標については，チェックリスト等を用
いた学生の自己評価と教員による評価が行われており，
これらは，教育方法の改善のために必要である。
•実習に関しては，バングラデシュでは病院の看護職員お
よび看護教員の数が限られ，学生は実習で受けもち患者
を通した学習も行うが，労働力としての役割も期待され
ている。一方，日本では実習目的・目標に沿った実習内
容が展開されていた。たとえば，2～ 3 週間の実習期間
中に学生が受けもつ患者数は 1～ 3人であり，患者をよ
り深く理解できると感じた。

Ⅵ．その他の研修内容

本学は，看護学部以外に前述の研究課程部，その他に臨
床看護研究推進センター，研修部等の組織をもつ。それら
についても，各々の設置目的と活動内容の概要を理解でき

るよう，研修生に対する講義を設定した。バングラデシュ
では，継続教育や大学院教育については，まだ十分な体制
が整っていない。研修生は，今後，看護師の能力向上のた
めの研修が必要であると考えており，グラミンカレドニア
看護大学でも大学院教育や臨床研究，卒後の継続教育など
に取り組んで行きたいので，大変参考になったと述べてい
た。
また，本学の Faculty Development活動の一環として，

グラミンカレドニア看護大学教員からの特別講演を，広
報・国際交流委員会と学術研究委員会で共催した。Huda
氏から「バングラデシュ人民共和国の看護教育におけるマ
イクロクレジットとソーシャルビジネス―グラミンカレド
ニア看護大学の挑戦：Microcredit and Social Business―
Promoting Nursing Education in Bangladesh」について話題を
提供していただいた。また，Costa氏からは「グラミンカ
レドニア看護大学の概要：Grameen Caledonian College of 
Nursing」について紹介があった（写真 7）。講演後，学生・
教職員との意見交換においては，看護教育上の問題として
教員不足があること，地域により政治的対立があること，
男子学生の制約があることなどが挙げられた。また，ソー
シャルビジネスの投資企業など教育支援に関することや，
今後のグラミンカレドニア看護大学の発展や同様の大学設
立の予定などについての質問と説明があった。グラミンカ
レドニア看護大学の教員には英語能力の検定試験を課し，
またバングラデシュの高等教育における教科書は英文であ
り，授業・カンファレンスは英語で行われることなども説
明された。
学生との懇談会では，学生と研修生が相互交流をもてる

よう，学生の自主的な企画を支援した。懇談会の日程は，
本学の春休み期間中であったが，十数名の学生の参加があ
った。茶道サークルによるお茶会，着物の着付け体験，バ
ングラデシュと日本の文化の紹介などもあり，相互交流を
行った（写真 8）。茶道，着物の着付けを得意とする学生
や，海外協力事業の従事経験から，英語の堪能な学生など
もおり，楽しくまた活発に交流が図られている様子がうか
がえた。また，研修生からは，お茶会での落ち着いた雰囲
気や「もてなし」の日本文化に癒やされたこと，バングラ
デシュの文化や宗教との共通する点も見出せたという印象
を語っていた。

Ⅶ．研修全体の評価

研修最終日に，研修生と研修企画担当教員で意見交換を
行い，研修の目標達成状況と評価を行った。研修内容につ
いて，「ニーズの適合度」と「理解度」の観点から研修生
に評価を依頼したところ，評価の得点は全般的に高かっ
た。また，評価表の自由記載を参照しながら，意見交換も
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行った。主な評価内容について，以下に述べる。

1．研修目的・内容の適合性
研修生にとって，研修目的・内容は，グラミンカレドニ
ア看護大学の教育の質をいかに向上させるかという点にお
いて非常に適切であった。また，複数の専門領域の内容に
ついて，深く学ぶ機会となった。

2．研修資料・教材
研修中に説明する内容や講義内容については，可能な限
り英語資料を準備した。一部の講義には英語資料を用い
ず，その場で逐次通訳することもあった。研修生は，英語
の資料が揃っていれば，理解がより深まったであろうとの
感想を述べた。
研修生が現地に帰国した後，すぐ活用できるように資料
の電子データの希望があった。しかし，今回準備した資料
は，電子版の公表を前提としておらず，公表するためには
許諾等の手続きも必要なため，今後の検討が必要である。

3．研修の成果の活用および今後の課題
以上のとおり，研修の内容に関してはいずれも概ね良好
な評価が得られた。これは，事前調査を踏まえて，研修生
のニーズに沿った研修が企画できた成果であったと考え
る。また，本学の多くの教員から研修生の日常生活に関す
る多様な支援があり，それらも含め効果的な研修になった
のではないかと考える。
今後さらに取り組むべき課題として，以下の点が挙げら
れた。

1）継続的な相互交流
両国間の国際交流を深めるとともに，今後の両校の連携

（共同研究，共同事業など）を継続したい。たとえば，若
手教員の実践的な研修，グラミンカレドニア看護大学の学
生の短期留学や教員の研修，これらの活動を支える企業の
協賛などによる資金源の確保が挙げられた。

2）臨床研修の事前準備とサポート体制
臨床において患者のベッドサイドでの見学・活動も含む
研修を企画する場合は，感染症に対する抗体価獲得の証明
が必須であり，それにより研修生が立ち入ることのできる
エリアが限定された。研修生が自国で抗体価検査を行うこ
とが困難な場合もあり，研修計画の早期段階での検討が必
要である。また，看護実践の内容，看護師の役割が日本と
異なる文化背景の研修生にとって，どのような臨床研修を
企画すると効果的でニーズに合致するかについては，今後
引き続き検討が必要である。

Ⅷ．おわりに

以上，グラミンカレドニア看護大学の教員招聘研修の概
要とその成果について述べた。研修生の具体的な要望を事
前に伺いながら企画・準備し，双方にとってほぼ満足のい
く状態で終了することができた。また ,本学の教職員が，

写真 7　グラミンカレドニア看護大学教員による特別講演の様子

写真 8　学生との懇談会に参加
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バングラデシュにおける看護実践・看護教育の一端に触れ
て刺激を受けるとともに，多様な価値観や考え方で物事を
捉える機会の一つとしても貴重な機会であった。今回の研
修が，グラミンカレドニア看護大学のさらなる発展に寄与
できれば幸いである。
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【要旨】　国立看護大学校（本学）は，バングラデシュ人民共和国のグラミン銀行グループと国立国際医療研究センターとの共同事
業の一環として，グラミンカレドニア看護大学（Grameen Caledonian College of Nursing, GCCN）と協力連携している。2011 年 1 月，
本学の教員 2名が GCCNに派遣され，授業計画案の作成や授業評価に関するワークショップなどの技術支援を行った。その継続
支援として，2012 年 2 月，GCCN教員を本学に招聘し，フォローアップ研修を行った。その目的は，GCCN教員が看護基礎教育
を中心に看護学教育に対する学びを深め，GCCNにおける看護学教員の能力向上，および教育への示唆を得ることであった。主な
研修内容として，GCCN教員は本学看護学部の講義・演習・実習についての概要を把握するとともに臨地実習の見学を行った。ま
た，本学研究課程部の教育・研究，臨床看護研究推進センターや研修部における看護師の継続教育・研究支援の概要についても学
習した。以上の研修をもとに，GCCN教員と本学の研修企画教員は，GCCNにおける看護教育の充実への示唆について検討した。
本研修は，GCCN・本学の双方にとって今後の相互交流と関係性の発展のための貴重な機会となった。
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